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response to the linearly increased waH
temperature･Thecalculatedlineisbasedonapure
thermal diffusion model with temperature
dependenとdiffusivity.

























































































































去 < 6T,-2(1- α)/0
dw 1











ir-(L2/D)(1- α)2ん pL2C%/(入Cp)∝｢0･6 (29)
左辺は臨界点近 くでL2E2α-小 一1- L2E-0･6(ここでEは相函距離.かくして熟移送は
Criticalslowingdownするどころか､criticalspeedingupするという結論を得る｡一
見驚くべき結論であるが次のように直観的説明ができる｡(13)が支配する場合でも壁か
らの不均一な層の厚みはやはりdifusionlengthJ所で与えられるoこれはDが小さ
い時､短くなる｡初期過程では(15)式より次の関係を得る｡
pLCv孟< 6T,～ ATl/J757･
I京<6T>～(A/pLCv)(i/D)1/2
積分して､
(30)
(31)
すぐわかるようにi～i,で､<ST>はTlの大きさに達してしまう.criticalspeeding
upの原因はdifusionlengthの短さとCvの弱い異常性 (Cpに比し)と入(～i)の発散
にある｡
臨界点近くで温度の ｢ほぼ一様化｣が即座に起こることを示した｡しかしわずかの部
分の温度の非一様性は(25)が示すようにやはりふつうの熟緩和時間L2/Dのスケールで
残っておりなかなか消えない｡このわずかの温度変動は大変重要である｡なぜなら臨界
点近くではわずかの温度変動が定圧化で､巨大な密度変動を引き起こすからであるb密
度の緩和を考えるとやはり著しいCriticalS8owingdownが起こるわけであるo
以上編集委員のひとりとして原稿不足の責任をとってこの小論をしたためた｡また
議論したMikeMoldover氏 (NBS)によると私の考えた断熱移送効果は実験ではいっ
もあらわれてくるのに誰もまともに定式化 しなかったし､近年応用著しいheatpipeの
熟移送のメカニズムとも関連しているとのことであった｡こんなに簡単な関係がである｡
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またと-トパイプについては物理学会誌 (1983年8月号)に大島耕一氏の解説があり参
考になった｡
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